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第 3問 

 三角形 ABC において 𝐴𝐵 = 6, 𝐵𝐶 = 2√7, 𝐶𝐴 = 4 とする。∠A の二等

分線と辺 BC の交点を D、∠A の二等分線と三角形 ABC の外接円との点 A 

と異なる交点を E とする。辺 AC の延長と２点 B, E を通る直線の交点を F 

とする。 

 

(1) cos ∠𝐴𝐵𝐶 = 
ア√イ

ウ
 である。また、cos ∠𝐵𝐴𝐶 = 

エ

オ
 であるから、∠𝐵𝐴𝐶 = 

カキ ° である。 

 

(2) 点 E から辺  BC に引いた垂線と辺  BC との交点を  H とすると、

∠𝐸𝐶𝐻 = クケ °, ∠𝐸𝐵𝐻 = コサ °  であるから、𝐻𝐶 = √シ である。した

がって 𝐶𝐸 = 

ス√セソ

タ
 である。 

 

(3) 三角形 ABP において 

∠𝐴𝑃𝐵 = 180° − ∠𝐵𝐴𝑃 − (∠𝐶𝐵𝑃 + ∠𝐴𝐵𝐶) = チツ ° − ∠𝐴𝐵𝐶 

である。したがって sin ∠𝐴𝑃𝐵 = 

テ√ト

ナ
 である。 

 

(4) 三角形 ECP  において、sin ∠𝐶𝐸𝑃 =  

√ニ

ヌ
 であるから 𝐶𝑃 = 

ネ

ノ
 である。 

 

 

 



 

 

(1) 余弦定理より 

 

𝑐𝑜𝑠∠𝐴𝐵𝐶 =
𝐴𝐵2 + 𝐵𝐶2 − 𝐴𝐶2

2 𝐴𝐵 ⋅ 𝐵𝐶
=

36 + 28 − 16

2 ⋅ 6 ⋅ 2√7
=

𝟐√𝟕

𝟕
 

𝑐𝑜𝑠∠𝐵𝐴𝐶 =
𝐴𝐵2 + 𝐴𝐶2 − 𝐵𝐶2

2 𝐴𝐵 ⋅ 𝐴𝐶
=

36 + 16 − 28

2 ⋅ 6 ⋅ 4
=

𝟏

𝟐
 

 

であるから ∠𝐵𝐴𝐶 = 𝟔𝟎° である。 

 

(2) 円周角の定理から 

 

∠𝐸𝐶𝐻 = ∠𝐸𝐶𝐵 = ∠𝐸𝐴𝐵 =
1

2
× ∠𝐶𝐴𝐵 = 𝟑𝟎° 

∠𝐸𝐵𝐻 = ∠𝐸𝐵𝐶 = ∠𝐸𝐴𝐶 =
1

2
× ∠𝐵𝐴𝐶 = 𝟑𝟎° 

 

であることから三角形 EBC は EB = EC の二等辺三角形。つまり点 H は辺 

BC の中点である。したがって  𝐻𝐶 = 
1

2
 × 𝐵𝐶 = √𝟕. 

 



sin ∠𝐸𝐶𝐻 =
𝐻𝐶

𝐶𝐸
⇒ 𝐶𝐸 =  𝐻𝐶 ×

1

sin ∠𝐸𝐶𝐻
 

                             = √7 ×
2

√3
 

                        =
𝟐√𝟐𝟏

𝟑
 

 

(3) 三角形 ABP  において 

 

∠𝐴𝑃𝐵 = 180° − ∠𝐵𝐴𝑃 − (∠𝐶𝐵𝑃 + ∠𝐴𝐵𝐶) 

    = 180° − (∠𝐵𝐴𝑃 + ∠𝐶𝐵𝑃) − ∠𝐴𝐵𝐶 

  = 180° − (60° + 30°) − ∠𝐴𝐵𝐶 

= 𝟗𝟎° − ∠𝐴𝐵𝐶                            

 

である。したがって 

sin ∠𝐴𝑃𝐵 = cos ∠𝐴𝐵𝐶 =
𝟐√𝟕

𝟕
 

である。 

 

(4) 三角形 ECP において 

∠𝐶𝐸𝑃 = 180° − ∠𝐵𝐸𝐶 = ∠𝐵𝐴𝐶 − 60° 

であるため、sin ∠𝐶𝐸𝑃 = √𝟑/𝟐 

 

 正弦定理より 

sin ∠𝐶𝐸𝑃

𝐶𝑃
=  

sin ∠𝐴𝑃𝐵

𝐶𝐸
 

⇒ 𝐶𝑃 = 𝐶𝐸 ×
sin ∠𝐶𝐸𝑃

sin ∠𝐴𝑃𝐵
              

    =
2√21

3
×

√3

2
×

7

2√7
 

=
𝟕

𝟐
                             

である。 


